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２０２２年１２月２５日 発行 

府中自動車株式会社 



 

府中自動車㈱ 環境方針 

 

環 境 理 念 

当社は、資源、自然を含む地球環境問題を考慮し、自動車整備・鈑金塗装

修理・梱包運送の事業において、会社一丸となって環境経営の継続的改善

を遂行し、循環型社会の形成に貢献します。 

 

 

行 動 指 針 

1. 私たちは、低排出ガス車やエコドライブ、エコ整備を実施することなどにより、

環境負荷の低減を目指します。 

 

2. 事業所における、電力使用量、水使用量、化学物質使用量及び廃棄物排出量の削

減を継続的に推進し改善を行います。 

 

3. 当社は社内の文具、備品などはグリーン製品を積極的に使用するように致します。 

 

4. お客様のカーライフやご要望に合わせ、使用部品に関しては発生抑制（リデュー

ス）を心掛け、可能な限り再使用（リユース）・再生（リサイクル）に努めます。 

 

5. 当社は環境関連の法規等の順守に取り組みます。 

 

6. この環境方針を社員が認識し、地域社会・家庭生活においても環境改善活動が実

践できるように努めます。 

 

 

 

［改訂日］２０２１年８月１日        

府中自動車株式会社   

代表取締役 谷 貝 勝 人



１．組織の概要 

 

１）事業所名及び代表者氏名 

府中自動車株式会社 代表取締役 谷貝 勝人 

 

２）設 立 

１９６２年７月２４日 

 

３）所在地 

本  社   東京都府中市白糸台 2-13-1 

       TEL 042-362-8341 FAX 042-361-9188 

    西営業所   東京都府中市本宿町 3-1-1 

TEL 042-368-2361 FAX 042-360-6675 

    梱包運輸部  東京都府中市四谷 4-21-2 

TEL 042-362-5512 FAX 042-361-0126 

    ｶｰｺﾝﾋﾞﾆ倶楽部 東京都府中市西府町 5-15-1 

（拡大）    TEL 042-362-7878 FAX 042-362-8003 

 

４）環境管理責任者氏名・担当連絡先 

   環境管理責任者 武藤 久喜 

    担 当 者  本  社   小田 亮輔 

           西営業所   長屋 興司 

           梱包運輸部  服部 一洋 

           ｶｰｺﾝﾋﾞﾆ倶楽部 川﨑 嘉孝 

連 絡 先  本 社    武藤 久喜 

TEL 042-362-8341 FAX 042-361-9118 

                E-mail mutou_hisaki@fuchucar.jp 

 

 ５）事業活動の概要 

    本 社  ：鈑金塗装修理（鈑金のモドーリー府中店） 

          自動車分解整備事業の認証 

           認証番号 第１－１０８７３号 

     

西営業所 ：整備・修理 （車検のコバック府中店） 

指定自動車整備事業 

           指定番号 東指第１－１６５８号 

認証番号 第１－８７３７号 

mailto:mutou_hisaki@fuchucar.jp


 

５）事業活動の概要（続き） 

梱包運輸部：一般貨物自動車運送 梱包業 

           ７５東陸自２貨２第４０７号 

関東甲信越圏 関自振第４１７５号 

産業廃棄物収集運搬業 

許可内容  収集・運搬 

許可品目  廃プラスチック・金属くず・ガラス 

コンクリ・陶器くず及びがれき類 

許可年月日 平成２８年１１月１９日 

有効期限  令和 ８年１１月１８日 

許可番号  第１３－００－０８１２９０号 

運行管理者 服部 一洋・松田 忠 

運搬車両  １８台 

運搬車両  デュトロ・キャンター・ハイエース 

運搬量   廃プラスチック        ０.９７ｔ 

      金属くず           ２.８６ｔ 

      ガラス・コンクリ・陶磁器くず ０.００ｔ 

ｶｰｺﾝﾋﾞﾆ倶楽部：鈑金塗装修理 

 

６）事業の規模 

資本金 ４,５００万円 

売上高 １０.２億円 ２０２２年７月期 

従業員 ６２人 

 

 本 社 西営業所 梱包運輸部 ｶｰｺﾝﾋﾞﾆ俱楽部 

従業員数(人) 29人 15人 13人 5人 

延床面積(㎡) 411㎡ 318㎡ 581㎡  

敷地面積(㎡) 1,039㎡ 542㎡ 1,489㎡  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７）環境管理体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷　貝 勝　人

武　藤 久　喜 川　﨑 嘉　孝

長　屋 興　司 小　田 亮　輔 服　部 一　洋

大　橋 哲　也 徳　山 努 山　本 雅　一

組織の構成員

従業員

エコアクション21会議

③必要な経営資源を提供する。

梱包・運輸担当

本社部門長

カーコンビニ俱楽部

　定める。

作　成　2021年8月1日
環 境 管 理 体 制 図

梱包・運輸部部門長

西営業所担当 本社担当

代　表　者

部 門 員

②環境管理責任者を任命すると共に、実施体制を構築し、環境経営組織、役割、責任を

環境管理責任者・事務局

②代表者を委員長として、環境管理責任者、事務局及び部門長で構成し、毎月に開催する。

①環境経営システムの報告、審議、決定などの会議体とする。

①自主的積極的に関係する取り組みを実践する。

　任者からの指示事項について実践する。

ｴｺｱｸｼｮﾝ21会議

部 門 員

部門長

部 門 員

④活動の実績を環境管理責任者に求め、見直しを行い、必要な指示を行う。

①環境方針、環境目標、環境活動計画の自部門に関連する取り組み及びその他環境管理責

②運用状況の全体について把握し、代表者に報告する。

①環境経営システムを構築し、運用の責任と権限を有する。

①環境方針を定める。

役割・責任・権限

西営業所部門長

環境管理責任者

代表者

⑤経営における課題とチャンスを明確にする。



 

２．環境目標とその実績 

 １）環境目標 

 

環境目標 

 

基 準 

2015 年度 

年度目標 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 

2021 年 8 月～ 

2022 年 7 月 

2022 年 8 月～ 

2023 年 7 月 

2023 年 8 月～ 

2024 年 7 月 

二酸化炭素排出量削減 
 

428.1t 

対基準年 1.6%減 

421.2t 

対基準年 1.7%減 

420.8t 

対基準年 1.8%減 

420.3t 

電力消費量削減 
 

143,172kWh 

対基準年 0.6%増 

144,031kWh 

対基準年 0.5%増 

143,887kWh 

対基準年 0.5%増 

143,887kwh 

車両燃料消費量削減 

ガソリン 

軽 油 

 

26.6ℓ 

 

116,288ℓ 

対基準年 15.0%減 

22.6ℓ 

対基準年 6.4%増 

123,730ℓ 

対基準年 15.0%減 

22.6ℓ 

対基準年 6.4%増 

123,730ℓ 

対基準年 15.0%減 

22.6 ℓ 

対基準年 6.4%増 

123,730ℓ 

水消費の削減 
 

1,139 ㎥ 

対基準年 3.0%減 

1,104 ㎥ 

対基準年 3.0%減 

1,104 ㎥ 

対基準年 3.0%減 

1,104 ㎥ 

塗料・シンナーの削減 
 

2,023ℓ 

対基準年 0.6%減 

2,006ℓ 

対基準年 0.8%減 

2,006ℓ 

対基準年 0.8%減 

2,006ℓ 

産業廃棄物の削減 
 

42.3t 

対基準年 50.0%減 

21.2t 

対基準年 51.0%減 

20.7t 

対基準年 52.0%減 

20.3t 

   

２）当年度取組期間の目標と実績 

環境目標 
2021 年 8 月～2022 年 7 月 目標－実績差 評 価 

目標値 実績値 

二酸化炭素排出量削減 421.2t 341.6t -79.6t ○ 

電力消費量削減 144,031kWh 129,700kWh -14,331kWh ○ 

車両燃料消費量削減 

ガソリン 

軽 油 

 

22.6ℓ 

123,730ℓ 

 

15.8ℓ 

90,648ℓ 

 

-6.8ℓ 

-33,082ℓ 

 

○ 

○ 

水消費の削減 1,104 ㎡ 1,033 ㎡ -71 ㎡ ○ 

塗料・シンナーの削減 2,008ℓ 2,155ℓ 147ℓ △ 

産業廃棄物の削減 21.2 12.0t -9.2 〇 

 （二酸化炭素排出量の計算に採用した電気の CO2排出係数は、0.505kg-CO2/KWh） 

 

 

 



 

３．主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価 

１）活動計画と取組結果 

環境目標 主要な取組項目 評価 問題・今後の方向等 

電力消費量削減 

①不用時の消灯・電源 OFF ○ 

５月・８月・１２月のエアコンの内

部清掃を必ず実行する。 
②OA 機器の主電源 OFF ○ 

③空調温度の適正化 ○ 

車両燃料消費量削減 

ガソリン 

軽 油 

①制限速度の厳守 ○ 

代車にハイブリッド車・ＥＶ車の導

入で更に燃料の消費量を削減致しま

す。 

②アイドリングストップ ○ 

③タイヤ空気圧の適正化 ○ 

④収集運搬経路の適正化 ○ 

水消費の削減 ①節水呼びかけ ○ 効率の良い洗車作業を心がけます。 

塗料・シンナーの削減 ①再生シンナーの活用 ○ 
仕事量にあわせた目標設定をいたし

ます。 

産業廃棄物の削減 ①再生資源のリサイクル 〇 
仕事量にあわせた目標設定をいたし

ます。 

○：良好（96％以上） △：不十分（85～95％） ×：未実施（84％以下） 

 

２）次年度の計画（2022 年 8月～2023年 7月） 

自動車業界では、新型コロナウイルスや社会情勢で大きく影響が出ると思われます。仕事量 

の増減に臨機応変に対応し影響が最小限で抑えられるように致します。 

高機能換気設備をうまく使用して冷房・暖房効率を上げながら、温暖化に合わせエアコンの 

こまめな温度調整を行って電気消費量を削減いたします。 

積極的なハイブリッド車・電気自動車の代車導入（現在４台）でさらにガソリンの消費を抑 

えていきます。運輸部では安全運転・法定速度の順守、車両の定期的な整備で無駄な燃料消 

費を無くします。 

その他再生シンナーや再生可能な物のリサイクルを心掛け、産業廃棄物等の排出を削減致し 

ます。 

 

 

 

 

 

 



 

４．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

当社に該当する主要な法律を下の表に示します。他の法規制等も含めて違反は過去３年間、近

隣からの苦情、行政からの指示事項等も含めありません。 

 

主な対応と対処方法 

産業廃棄物処理法 廃棄物の排出を抑制し、収集、運搬、再生、処理を清潔に行う。 ○ 

消防法 火災を予防し、災害などによる被害を軽減する。 ○ 

リサイクル法 
使用済み自動車の引取り及び引渡し並びに再資源化等を円滑

に実施する。 
○ 

道路運送車両法 
安全性の確保及び公害の防止、整備についての技術の向上を図

り、併せて自動車の整備事業の健全な発達に資する 
○ 

 

５．代表者による見直し 

(1)環境方針 
行動範囲が制限解除となり、事業活動も本格的に始まる中、ｅａ２

１の基本方針を忠実に実行していく。 

(2)環境目標及び計画 
省エネ・リサイクル部品の使用を高め、微力ではあるが地球環境に

貢献していく。 

(3)社会・取引先・法

律等への対応 

ｅａ会議を毎月開催しており、社員内で担当も変更することで認知

力を付け、社会に貢献していきます。 

(4)システムのその他

の要素 

従業員が飽きのこない環境改善を進め、全ての仕事で標準化してい

きたい。 

(5)総合コメント 社員の努力に感謝、明るく元気に行動していきます。 

 


